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一30 第 4群 ホ ル モ ソ に 関す る 問題 （1） 日 産 婦誌 10卷 2 号 臨 時 増刊

　G6ber （1921）に 始 る内 因
ll生月経．ア レ ル ギー説以，来 ・

月経時に反復す る皮 膚 疾患 に 対 して 患者血 清 に よ る誘発

試 驗 或 は 除感作療法が 屡 ぐ報 ぜ られ て い た が， Zondek

は 各種 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン に よ る実驗 に 基 き ホ ル モ ン

・
性 ア レ ル ギーを 穉 える に 至 つ た ．Heckel （1921）は ア

レ ル ゲ ン と して ホ ル モ ン よ り も 寧 ろ メ タボ ラ イ トな る

pregnanediol （PG と略 ） を重覦 し各種症例 に 險感作 療

法 を 行つ て い る．私達 は 1955年末以 来 ， 月経前障害 。月

経困難症 。更 年 期 障害及手術後欠落症状 ・月経 疹及び嬬

入瘧瘡 ・所謂乳 腺症 等数群の 疾患 に PG を 連 日 2 γ 程度

経 口 投與 して お り最近ほ 注射療法も試みて い る．

　 10月末迄に 月 経前障 害 を 主 訴 とす る 25例 に つ い て は80

％ に 有効．月 経痛或ほ 違和症65例には 86％有効だつ た．投

薬開始は 発症前尠 くとも 1週間た るべ きで あ り。2 〜 3

周期の 連 用 に よ り効 果 が 著 し くな る例が 多 い ．更年期 ・

欠落症候群 に は頓坐的に 奏効す る 場合 もあ る が．1 〜2

週で軽快す る 者 が 多 く， 36例中有効 89％．痊瘡は月経前期

の 増惡時の 経過 で判定す べ きで數例の 月経疹を 含 め て 28

例 中93％有効 であり，膿瘍型に対 して は抗．生剤の 貼用 も

必 要で あ る．乳房痛 に も有効であ る が ， 5例の 所謂乳腺

症 は 數週 中 に 縮 小 治癒 した ．顫痛 ・腰 痛 ・中 間期或は 月

経前 の 小 出血 ・Congestion　fibrosisそ の 他 の 17例 に も

82 ％有 効で合計 エ76例の 綜合有効 率は 84％である．？ G

の 作 用 機 轉 に つ い て は ， 1 投與 に よ る 陪示作用 ， 2 未 知

の 生 物学的作用，3 ア レ ル ギー等 3種 の 可能性 を檢討す

．べ きである．Placebo は 使用 しな かつ た が，適 量 を 越 え

る と syste 皿 ic　reaction を 生 じて 増悪す る例が 多 い こ

と ， 座瘡が暗示 に よつ て 消 失 す る とは 信 じ難い こ とな ど

娼 示説 に 反する．併 レ要年 鄭 症駿 等 に は 心 因 性 因子 も多

分 に 影響す る こ とで あ る か ら，暗示の 効 果 皐或程度伴っ

て い る こ とは 否 定 出来ぬ ．PG の progesterone に 対 す

る 或種 の 抑 制作用 （Hisaw ），親 匠下部 に 対す る影響 （石

塚 ） 等 も報 ぜ られ て い る が た とい PG に 未知 の 生 物学

、1物作用 が あ る と して も 2 γ 程度で影響す る と は考え られ

ぬ ．ア レ ル ギーの 聞 接証明法 と して 行つ た PG 水性 懸濁

液 0．1  に よ る皮内反 應 の 陽性率 は 月 経前障害 25例 に 36

％ ，　月経 困韓症 38例 に 47％，　欠 落症状25伊【［に28 ％ で，

・対照群 27例 の 19％ に 比 し高率で あ る b532 例 の 百貨店員

に つ い て の 月経障 害調 査 成 績 か ら 推 論 す る と，前述 の 該

症候群 は，月経前 叉 は 月経中 に あ ら わ れ る 21種の 症状 の

い ず れか の 組合せ が婦人生涯の 間に 時期 と程度 を異 に レ

て 出現す る一連の 疾患で ， そ の 根 底に 卵集機能 の 不 全 を

．伴 うホ ル モ ン ア レ ル ギー
を有す る もの との 解釋 も成 り立

つ ．PG 投興に よる症状の 轉換 ・過量 に よ る 全身反應 の

出現 乃 蚕増悪 ・ニ ス トラ ジ オ ール 注射 に よる シ ョ ッ ク症

状例等は本説に有利と思 わ れ る。

　6． 腫瘍 の 発育に対する瑠 ル 囎 ン の 作用

　　（北　大） 小 川玄一
，
一戸喜兵衛 ， 小村 　孝

　　　　　　　中垣平八郎 ， 岡本杏一
， 中塚好勝

　　　　　　　　村弁幺乙 ， 木脇祐晋 ， 福島　務

　　　　　　　　加藤習之 ， 関 口 四郎 ， 神戸章仁

悪性腫瘍の 発育，
こ と に 発生 に 対す 潮 ・ル モ ン の 作用

が 注 目すべ き関連をもつ て い る こ とは数々 の 実驗覲察 に

よつ て報告 されて きた ．わ れ われは かね て 実驗腫瘍学の

著しい 進歩に カ tt− “

て ， 内 分 泌学 的立 場 よ り実驗並び に

臨 床面に お い て 些 かの 微力を領けて 来 た が ， 第 7囘 日本

産科婦入科学会総会の 報告に 続 い て 幾 つ かの 知見 を加う

る こ とを えた の で発表す る．

　1） 吉 田 肉腫 を 移植 した 雌 ウ ィ ス ター武 田 系白鼠 に性

ホ ル モ ン （テ ス 1・ス テ ロ ン，プ ロ ゲ ス テ ロ ン ，
エ ス トラ

ヂ オ ール ），合成発情物質 （ヘ キ セ ス テ ロ
・一

ル ， メ サ レ ネ

ス ト リ
ール ），性腺刺戟ホ ル モ ン，ACTII ，　 ACE ，

コ

ーチ ゾ ン，胸腺 エ キ ス な どの 投與 や
一
ド垂体，副腎，卵藁

剔除を 行つ て 移植肉腫の 発育に 及ぼす影響を ， 組織学的

に 観察 し， 同 峙に 細胞の 糖代離 こ関 して 嫌気 並 び に好気

性解糯 酸素消費 とチ トク ロ ーム ， オ キ シ ダーゼ ，ア ミ

ラーゼ ，細胞 グ リ コ
ーゲ ン ，腹水糖質な どの 測定 を 行つ

た ．

　また 肉腫免疫血清の 凝集懐測定 を 施行 し 肉腫抗体の 産

生 と上記ホ ル モ ン 及 び ホ ル モ ン 様物質投與や 内分泌腺捌

除 に よ る 影響 を研究 した・

　以上 の 観察 よ リテ ス トス テ ロ ン ， プ ロ ゲ ス テ ・ ン ・下

垂体 ， 副腎捌除群 （A と略す ）は無処置対照に 比 し組織

学的に 発育抑制を 認 め ， ACTH ， ゴ ーチ ゾ ン ，
エ ス ト

ラ ヂ ォ ール ，合成発情物質投與 群 （B と略す）は 反対に

発育助成，細胞延命効果が 認め られ る・

　 糖代謝 の総括的成績 か ら も， お お む ねA では 抑制を ・

B で は 促進の 傾向が結論 さ れ る・

　肉捶免疫血 清の 凝集價 に 対 し て は A 並びに 胸腺 エ キ ス

投與群 に お い て は 移植後早期 に 凝 集價の 上 昇が 観 られ，

移植前 よ りの 投興條件こ とに移植前 A 混合投與 に際し早

期凝 集贋の 極 めて 顯著な 上昇が認 め られる．しか る に B

に あつ て は全 く反対に 明 か な低下 が 観察 され る。

　 こ れち の 現象は腫瘍発育の エ ネ ル ギー源 た る糖代謝面

に ホ ル モ ン が如何 「IC 関與 して お る か，また腫瘍発育の 擁

レ
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制 に対し宿主の 内分泌環境 が どの よ うに あつ た らよい か

とい う こ との 一
端 を 暗示 して お り．移植前の ホ ル モ ン 條

件が 早期腫瘍抗体産生 に 可成 りの 與力をもつ こ とを 思わ

しめ る もの であ る．

　 ∬） 一
方 わ れ わ れ は 胞賦奇胎組織を ウ ィ ス ター

系白鼠

に移植し， ．L逋の 見解に 則 リコ
ー

チ ゾ ン 投與を 続 行 して

移植細胞 の 著 しい 保命延長作用 を 明らか に す る ととも

に ，大 量 テ ス トス テ ロ ン 投與 が ，
ひ と副腎組繊の 退縮 と

機能抑制 を招 くこ とを経驗した の で，絨毛上 皮 腫の 轉移，

再発防止を主眼と して Carcinostatica の 意味 に お い て

大 量 テ ス トス テ ロ ン 投與 の 臨床経驗 を 重ねて きた ．勿論

長期豫後観察が 必要な 疾患であ る た め 1〜 2年の成績 を

もつ て 効果は判 じ難 い が 期 待 し うる
一．・

処 置 方 法 と考 え て

報告す る．

　　　　　　　　　 誌上 発表

　 （1 ）　 絨毛組織水解 物の 経 口投与が ， 白鼠胎仔

の 脳下垂体前葉及 び 副腎皮質 に及 ぼす 影響に関す

る形 態学的研究 （第 1報）

　　　　　　　　　　　　　（京　大）　高橋　照彦

　哺乳動物に お い て ， そ の 生後発育 の 良否如何は す で に

胎生期 に 起源するこ とは 云 うま でもな い が，胎生 期 発 育

を 左 右 す る因子 と して は ， 近年母体の 種 々 な 栄養條件 に

基 づ く胎生 環境が重 覗 され ， こ の 方 面 に関す る研究が多

多報ぜ られ て い る．わ が教室 に お い て も鰯同 研 究者藤

生が 妊娠 白鼠 に 絨 毛 組識水解物 （以 下絨毛水解物 と 略

記） を連続経口投與す る こ とに よっ て ， 胎仔 の体重が著

明 に増加 す るこ とを 発表 して い る．

　私 は か X る際 に お け る 胎仔 に つ い て ．主 と して 内 分 泌

臓 器な かん つ く腦下垂 体及 び 副腎皮質の 組織学的檢索を

行 い ，上 記の 如 き体量成長の 進行 （量的進行過程） が 組

織分化 の 進 行 （質的進行週程）をも伴つ た もの であ る か

ど うか を檢 し，他方組織学的所兄 を逋 じて，胎生 期内 分

泌 の 様相 の 一
端を も うか が い 知 る 口的で，胎牛宋期の 胎

仔 1こ つ い て 次の 実驗を 行 つ た ．け だ し胎生 末期に お ける

発育の 進行薗 ま胎生 期発育の 結末を示す
一

方 ， 生後発育

の 起点の 様相を示す もの に他な らな い か ら で あ る．

　実驗動物 と し て は，生 後 日数 ， 体重 の 略 ぐ等 しい 成熟
自鼠を妊娠 せ しめ ， 1）普通飼料投 與 群 （対照 群 （イ ）），
2）絨毛永解物添加飼料投與 群 ，3）カ ゼ イ ン 酵素 分 解物 添

加飼料投與群 （対照群 （ロ ）） に 分 ち．各群共妊娠第 22

日 N に断 頭 屠 殺後，帝王 切開 に よ り得た 胎仔 を用 い ，

　  　体重 ， 体媾指数，尾比率，異常形態の 有無

　   　副腎の 重量並 び に 副腎皮質の 組織学的及び組織化

学的所見

　   　腦下垂俸前葉の 組織学的所見

の 諸項 目に つ い て 檢索 した．こ の 成績 は 概要次の 如 くで

あ る ．

　   　絨毛水解物投與群は 対照群 に 比 して ， 体重約 11％

大で ， 体構指数，尾比率 も優れ， 体構 に 関す る 変異少

く， 発 生 異常 を 見ず ， 明 らか に 形態形成の ：iEl常 な 進行が

認 め られ た．

　   　兩側副腎新鮮重 量 の 体重 100g に 対す る 比 率は，

絃毛水解 物 投 與群 に お い て は 対貝鰕羊に 比べ 著 し く大で あ

り，中心 部横断面の 切片に お け る Haematoxylin −EQsin

染色 に よ る皮質 。髓質各画 積，皮 質各層細 胞 の 核 面 積 等

の 計測 値も増大 を示 し，皮 質各層の 層的区分叨瞭で ， 各

層の 核分裂多 く， 細胞の 肥大増殖が著明であ り，KetOS −

tcroids 多角的証明法 に よ る組 織化学 的檢索 で は ， 諸反

應 に 陽性の 物質が 全層， 特 に 網肌 層よ り束状層 に 亙 つ て

瀰漫性 に 増加 して い るの が 見 られ た ．即 ち全 般的 に組織

分化の 著明 な 前進 と分泌機能の 尤進像 が認 め られた ．

　   腦 下 垂体 は ， 水平断面の 切片に つ い て ，
・Haema −

toxylin−EQs 三n 染色 ，
　 Kresazan 染色 ，

　 Azan 染色等を

施し，前葉細胞の 細胞学的檢索及 び 計数的臉索を 行 い
，

目下 そ の 成績を比較檢討中であ る．

　以 上 の 諸成績に つ い て 考按 し， 更に胎仔の 発育 と胎生

期内分泌 との 関連 に 言及 した い ．

　（2 ）　 絨毛組織加水勢解物の 経 口 投 与が垂剔白

鼠の 体重 並び に副腎皮質に及 ぼす 影響に関す る研

究

　　　　　　　　　　　　　（京 大） 神崎　壽秀

　垂捌白鼠 の 副腎像 とこ れ に絨毛水箭物を 與 え た 屯の を

比較搬討 し， 絨毛水解物が 垂捌白鼠の 副腎 に も何等 か の

作用を及 ぼす か どうか を檢索 した所 ， 垂捌徒 3週間 に於

て ，

　1．副腎重量 ：垂剔 に よ り非常に小 さ くな り体重の 著

しい 減少にも拘らず比体重で見て も正 常群の   以 下 と

な つ た ．一
方 垂剔対照群 と絨毛水解物投與群 との 問 には

有 意の 差異はな か つ た．

　2． 垂剔対照群 の 副腎皮質は垂剔 に依る典型 的萎縮像

を 示 し， 束状層及び網状層の 萎縮 は 著明で ， 面積 は 狭

く， 細胞 は 小さく， 細胞内に粗大空胞 が 現 わ れ，ズ ダ ン

顆粒｝ま粗大 とな り且 つ 増加 した．特 に 網状層の 変性像 は

高度であつ た。

　3．　垂 剔後絨毛水解物投與群 の 副腎皮 質｝ま垂剔対照 群

に 比 較 して
， 朿状層 は 細胞の 大き さ及び ズ ダ ン 穎 粒の 分
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